
住所　　　　　静岡県富士市比奈760番地の1　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　春日製紙工業株式会社　　　　　　　　　

代表取締役　久保田　雅則

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　　0545-34-1000

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)
(第１面）

産業廃棄物処理計画書
　　令和6年　5 月　 20 日

　　都道府県知事
　　　　　　　　静岡県知事　殿

提出者　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 場 の 名 称 春日製紙工業株式会社

事 業 場 の 所 在 地 静岡県富士市比奈760番地の1

計 画 期 間 令和6年4月～令和7年3月

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

パルプ、紙、紙加工品製造業

売上高　78億円

135人

別紙１，２参照

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。



別紙３，４参照

産業廃棄物の種類 汚泥
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金属く

ず
木くず 廃油

排 出 量 41,750t 1,194t 363t 14t 8t 0t

産業廃棄物の種類 汚泥
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金属く

ず
木くず 廃油

排 出 量 40,000t 1,000t 350t 10t 7t 0t

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　　令和5年度）実績】　　　　　　

【目標】

産業廃棄物の分別に関する事項

（これまでに実施した取組）
工場内で廃棄物発生抑制に取組んでいます。

（今後実施する予定の取組）
今後とも工場内での廃棄物発生抑制に取組みます。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
廃棄物は種類ごとに各置場にて分類して保管

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
今後も現状と同じように分類し保管する。

①現状

②計画



産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　令和5年度）実績】

【目標】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　令和5年度）実績】

【目標】　　

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

6,338t ｔ

（これまでに実施した取組)
自ら焼却処分をして廃棄物の減容化を行っている。

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

6,400t ｔ

（今後実施する予定の取組）
自ら焼却処分をして廃棄物の減容化に取組みます。

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

36,202t ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
29,783t ｔ

（これまでに実施した取組）
自ら熱回収を行った産業廃棄物残渣を土壌改良剤として再利用している。

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

36,000t ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
29,000t ｔ

（今後実施する予定の取組）
自ら熱回収を行った産業廃棄物残渣を土壌改良剤として再利用している。

①現状

②計画

①現状

②計画



汚泥
廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金 属 く
ず

木くず 廃油

汚泥
廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金 属 く
ず

木くず 廃油

燃 え が
ら

汚泥
廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金 属 く
ず

木くず

83t 5,548t 1,194t 363t 14t 8t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0t 5,399t 362t 0ｔ 0ｔ 8t

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　　令和5年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0t 0ｔ 85t 0ｔ 0ｔ 0ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

50t 150t 829t 0ｔ 0ｔ 0t

（これまでに実施した取組）
工場内で廃棄物発生抑制に取組んでいます。

①現状

②計画

①現状



燃 え が
ら

汚泥
廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ
ﾁｯｸ類

紙くず
金 属 く
ず

木くず

80t 5,000t 1,000t 350t 10t 5t

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0t 0ｔ 80t 0ｔ 0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0t 0t 0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0t 4,800t 350t 0t 0t 5t

（第５面）

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

※事務処理欄

再生利用業者への処理
委 託 量

50t 150t 800t 0t 0t 0t

②計画

（今後実施する予定の取組）
工場内で廃棄物発生抑制に取組んでいきます。



別紙１

図 1 製造フローシート

【家庭紙系】

【特更紙系】

図２ 排水処理フローシート
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別紙２

図４ 廃棄物処理フローシート
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別紙３

産業廃棄物の処理に係わる管理体制

（１） 責任者及び管理組織図

① 統括責任者：代表締役社長 久保田 雅則

② 廃棄物担当： 環境動力課 庄 展秀 組織 人員：9名

③ 役割

・環境管理委員会：廃棄物処理に関する検討

廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、適正処理の推進、計

画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

委員長：工場長

委員：関連部署部課長

事務局：環境保全部環境保全課

・廃棄物処理統括責任者：廃棄物処理方針の策定

廃棄物管理規定の策定、改廃

廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

・廃棄物管理担当者：廃棄物処理計画の作成

廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

産業廃棄物処理施設の運転、維持管理状況の把握

処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

委託契約の締結

産業廃棄物管理票の交付、管理

監督官庁への各種報告

社員、関連会社に対する教育、啓発

その他関係する事項



別紙４

廃棄物管理組織

代表取締役
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